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高等学校 「能力体系表」 （佐賀県教育センター提案）

ホームルーム活動 総合的な学習の時間

職業的（進路）発達にかかわる諸能力
「高等学校学習指導要領 第５章第２」に示され 各諸能力において，「学習プログラムの枠
ている内容の中から，キャリア諸能力と関連の深い 組み（例）」より，「身に付けることが期待

内容を取り上げ，その内容からはぐくみたい態度を される能力・態度」を身に付けさせたい力の
領
領域説明 能力説明

示しています。 例として示しています。

域
他者の個性を 指導 (2)イ 自己及び他者の個性の理解と尊重 身 ・自己の職業的な能力・適性を理解し，

尊重し，自己の 内容 に それを受け入れて伸ばそうとする。
個性を発揮しな 自己理解を深め， 能 ・自己の適性に気付き，職業と関連付けて考え 付 ・他者の価値観や個性のユニークさを理

がら，様々な人 他者の多様な個性を 力 る。 け 解し，それを受け入れる。
々とコミュニケ 理解し，互いに認め ・ ・他者の価値観や個性を理解する。 さ ・互いに支え合い分かり合える友人を得

ー シ ョ ン を 図 合うことを大切にし 態 ・自己の適性を受け入れて，それを伸ばそうと せ る。
り，協力・共同 て行動していく能力 度 する。 た

してものごとに ・自己の職業的な能力や適性を進路に生かす。 い
取り組む。 力

指導 (2)オ コミュニケーション能力の育成と人間 身 ・自己の思いや意見を適切に伝え，他者
内容 関係の確立 に の意思等を的確に理解する。

多様な集団・組織 能 ・新しい環境の中で，人間関係を構築する。 付 ・異年齢の人や異性等，多様な他者と，

の中で，コミュニケ 力 ・考え方の異なる人とも互いに意見を調整しな け 場に応じた適切なコミュニケーション
ーションや豊かな人 ・ がら協力し合う。 さ を図る。

間関係を築きなが 態 ・異年齢の人と社会生活のマナーを踏まえて， せ ・リーダー・フォロアーシップを発揮し
ら，自己の成長を果 度 場に応じた適切なコミュニケーションを図 た て，相手の能力を引き出し，チームワ

たしていく能力 る。 い ークを高める。
力 ・新しい環境や人間関係を生かす。

学ぶこと・働 指導 (3)エ 進路適性の理解と進路情報の活用 身 ・卒業後の進路や職業・産業の動向につ
くことの意義や 内容 に いて，多面的・多角的に情報を集め検

役割及びその多 進路や職業等に関 能 ・職業についての情報を多角的に集められる。 付 討する。
様性を理解し， する様々な情報を収 力 ・卒業後の進路や職業・産業の動向について， け ・就職後の学習の機会や上級学校卒業時

幅広く情報を活 集・探索するととも ・ 多面的・多角的に情報を集め検討する。 さ の就職等に関する情報を探索する。
用して，自己の に，必要な情報を選 態 ・職業生活における権利や責任等が分かる。 せ ・職業生活における権利・義務や責任及

進路や生き方の 択・活用し，自己の 度 た び職業に就く手続き・方法などが分か
選択に生かす。 進路や生き方を考え い る。

ていく能力 力 ・調べたことや自分の考えを交え，各種
メディアを通して発表・発信する。

指導 (3)ア 働くことと学ぶことの意義の理解 身 ・就業等の社会参加や上級学校での学習
内容 (3)オ 望ましい職業観・勤労観の確立 に 等に関する探索的・試行的な体験に取

様々な体験等を通 能 ・様々な職業及び職業生活について理解すると 付 り組む。
して，学校で学ぶこ 力 ともに，将来，職業人，社会人として積極的 け ・社会規範やマナー等の必要性や意義を

とと社会・職業生活 ・ に社会にかかわり，生きがいのある人生を築 さ 体験を通して理解し，習得する。
との関連や，今しな 態 こうとする。 せ ・多様な職業観・勤労観を理解し，職業

ければならないこと 度 た ・勤労に対する理解・認識を深める。
を理解していく能力 い

力
夢や希望をも 指導 (2)ウ 社会生活における役割の自覚と自己責 身 ・学校・社会において自分の果たすべき

って将来の生き 内容 任 に 役割を自覚し，積極的に役割を果たす。

方 や 生 活 を 考 生活・仕事上の多 能 ・集団の規律やルールに従い，互いに協力しな 付 ・ライフステージに応じた個人的・社会
え，社会の現実 様な役割や意義及び 力 がら各自の責任を果たす。 け 的役割や責任を理解する。

を 踏 ま え な が その関連等を理解 ・ さ ・将来設計に基づいて，今取り組むべき
ら，前向きに自 し，自己の果たすべ 態 せ 学習や活動を理解する。

己の将来を設計 き役割等についての 度 た
する。 認識を深めていく能 い

力 力
指導 (3)カ 主体的な進路の選択決定と将来設計 身 ・生きがい・やりがいがあり自己を生か

内容 に せる生き方や進路を現実的に考える。
目標とすべき将来 能 ・自分の将来の生き方や生活について夢や希望 付 ・職業についての総合的・現実的な理解

の生き方や進路を考 力 をもち，それを実現するための進路計画を立 け に基づいて将来を設計し，進路計画を
え，それを実現する ・ て，自らの意志と責任で，進路を選択決定で さ 立案する。

ための進路計画を立 態 きる。 せ ・将来設計，進路計画の見直し再検討を
て，実際の選択行動 度 た 行い，その実現に取り組む。

等で実行していく能 い
力 力

自らの意志と 指導 (3)ウ 教科・科目の適切な選択 身 ・選択の基準となる自分なりの価値観，
責任でよりよい 内容 (3)カ 主体的な進路の選択決定と将来設計 に 職業観・勤労観をもつ。

選択・決定を行 様々な選択肢につ 付 ・多様な選択肢の中から，自己の意志と
うとともに，そ いて比較検討した 能 ・就職の目的・意義を理解し，面談等を通して け 責任で当面の進路や学習を主体的に選

の過程での課題 り，葛藤を克服した 力 適切な選択かを再検討の上，その実現に取り さ 択する。
や葛藤に積極的 りして，主体的に判 ・ 組むことができる。 せ ・進路希望を実現するための諸条件や課

に取り組み克服 断し，自らにふさわ 態 ・選択基準となる価値観，職業観を身に付け， た 題を理解し，実現可能性について検討
する。 しい選択・決定を行 度 自らの意思と責任で選択することの重要性を い する。

っていく能力 理解する。 力 ・選択結果を受容し，決定に伴う責任を

・インターシップ活動を通して，より良い自己 果たす。
の進路選択・決定を行う。

指導 (2)ア 青年期の悩みや課題とその解決 身 ・将来設計，進路希望の実現を目指して，
内容 に 課題を設定し，その解決に取り組む。

意思決定に伴う責 能 ・学校生活の充実，改善を図ることを意識して 付 ・自分を生かし役割を果たしていく上で
任を受け入れ，選択 力 意見を提示する。 さ の様々な課題とその解決策について検

結果に適応するとと ・ ・自己を生かし役割を果たしていく上で，様々 せ 討する。
もに，希望する進路 態 な課題を見付け，その解決策を明確にする。 た ・理想と現実の葛藤経験等を通し，様々

の実現に向け，自ら 度 ・高校入学後の生活を振り返り，自らの課題を い な困難を克服するスキルを身に付ける。
課題を設定してその 発見し，その解決策を検討する。 力

解決に取り組む能力 ・進路希望の実現に向けた課題を設定し，その
解決に取り組む。

【自他の理解能力】

【職業理解能力】

【課題解決能力】

【コミュニケーション能力】

【情報収集・探索能力】

【役割把握・認識能力】

【計画実行能力】

【 選択能力 】


